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豊
か
な
生
活
を
め
ざ
し
て
 

か
っ
ち
ゃ
の
腕
自
慢
●
味
自
慢
交
換
会
 

一
 

厳
し

い
農
業
情
勢
の

中
で
、

健
康
で
 

豊
か
な
農
漁

家
生
活
や

よ
り
住
み
良

い

地
域
づ
く
り
を
目

指
そ
う
と
、

金
木

地

区
農
業
改
良

普
及
所
管

内
十

三
グ
ル

ー
 

プ
が
参
加
し
て
さ
る
ニ

月
ニ
十

五
日
、
 

「第
四

回
か
っ
ち
ゃ

の
腕
自
慢
・
味
自

慢
交
換
会
」
が

町
商
工
会

館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
 

こ
の
催
し
は
、
金
木

地
区
生
活
改

善

グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

（
会
員

一
三
〇

人
）
が
主
催
し
た
も
の
で
、

会
員
が

日

頃
自
慢
す
る
地
域

の
特
産
物
を

利
用
し

た
お
ふ
く
ろ

の
味
や
生
活

工
夫
品
な
ど

約
一
六
〇
点
が

持
ち
寄

ら
れ
ま
し
た
。
 

会
場
は
約
三
〇
〇

人
の
人
達
で

に
ぎ

わ
い
、
料
理
の
実
演

コ
ー
ナ
ー
で

は
、
 

熱

心
に
メ
モ
を
取

る
人
も
あ

り
、
ま
た

手
づ
く
り
の

味
が
飛
ぶ
よ
う
に

即
売
さ

れ
る
な
ど

大
好
評
で

し
た
。
 

昭和63年3月号 

実
演

コ
ー
ナ
ー
の

お
ひ
な

様
づ
く
り
 



去
る
三
月
三
日
開
か
れ
た

第
百
四
十
八
回
金
木
町
議
会

臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
不
肖

私
、
議
員
の
皆
様
が
た
の
御

推
挙
に
よ
り
ま
し
て
、
金
木

町
議
会
議
長
の
要
職
に
つ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

ま
こ
と
に
身
に
余
る
光
栄
で

ご
ざ
い
ま
す
。
 

私
は
議
員
歴
は
永
い
も
の
の

浅
学
非
才
で
あ
り
ま
し
て
、
そ

の
器
で
な
い
こ
と
を
よ
く
承
知

い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
こ

に
皆
様
の
御
推
せ
ん
を
受
け
ま

し
た
う
え
は
、
 一
身
を
挺
し
て

そ
の
御
厚
志
に
お
報
い
す
る
覚

悟
で
あ
り
ま
す
。
 

な
お
、
議
会
の
運
営
に
つ
き

ま
し
て
は
、
公
正
無
私
の
立
場
 

を
堅
持
い
た
し
ま
す
こ
と
を
、
 

こ
こ
に
お
誓
い
申
し
上
げ
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

私
は
選
挙
公
約
の
中
で
も

述
べ
て
お
り
ま
す
が
「
緑
豊

か
で
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
て
青

少
年
非
行
の
防
止
と
明
る
く

う
る
お
い
の
あ
る
町
づ
く
り
」
 

に
向
け
て
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の

で
、
町
民
各
位
の
ご
指
導
、
 

ご
べ
ん
た
つ
を
賜
わ
り
ま
す

よ
う
、
ひ
と
え
に
お
願
い
い

た
し
ま
し
て
ご
あ
い
さ
つ
と

致
し
ま
す
。
 

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
 

金
木
町
議
会
議
長
  

伊
 
藤
 
清
 
慈
 

皆んな元気でしたノ 

町長らが出稼ぎ先を 

激 励 訪 問 

議
長
に
伊
藤
氏
就
任
 

第
棚
回
臨
時
町
議
会
 

新
議
員
の
組
織
会
と
も
い
わ

れ
る
第
百
四
十
八
回
臨
時
町
議

会
が
さ
る
三
月
三
日
奥
「
、
会

期
日
程
を
一
日
間
と
決
め
、
議

長
に
伊
藤
清
慈
氏
、
副
議
長
に

鳴
海
義
男
氏
を
選
任
、
続
い
て
、
 

町
長
が
提
案
理
由
を
説
明
し
て

審
議
に
入
り
、
各
常
任
委
員
、
 

一
部
事
務
組
合
議
員
な
ど
を
選

任
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
三
月
二
十
八
日
で
任

期
満
了
と
な
る
町
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
も
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

議
長
や
選
任
さ
れ
た
委
員
な

ど
は
次
の
通
り
で
す
。
 

＠
は
委
員
長
 
〇
は
副
委
員
長
 

▽
議
 
長
 
伊

藤
 
清
慈

▽
副
議
長
 
鳴
海
 

義
男

▽
総
務
企
画

I
⑨
其
田
豊
一

〇
加
藤
卓
爾
 
伊
藤
清
慈
 
沢

田
茂
 
野
宮
雄
造
 

▽
教
育
民
生
・
⑥
小
野
祐
蔵

〇
対
馬
兼
正
 
伊
丸
岡
勇
 
鳴

海
義
男
 
白
川
豊
則
 

▽
土
 
木

I
＠
白
川
徳
政

〇
小
田
桐
喜
吉
 
中
村
政
徳

白
川
竹
治
 
竹
内
武
大
 

▽
農
林
商
工
井
＠
吉
田
米
逸

〇
福
山
初
枝
 
小
林
長
一
 
吉

崎
正
光
 
古
川
哲
雄
 

▽
西
北
五
衛
生
処
理
組
合
議

会
議
員
廿
沢
田
茂
 

▽
公
立
金
木
病
院
組
合
議
会

議
員

I
吉
崎
正
光
 
古
川
哲
雄

小
林
長
一
 
伊
丸
岡
勇
 

▽
西
北
五
精
神
薄
弱
児
施
設

組
合
議
会
議
員

I
福
山
初
枝
 

▽
津
軽
北
部
消
防
事
務
組
合

議
会
議
員
廿
白
川
竹
治
 
野
宮

雄
造
 

▽
津
軽
北
部
老
人
福
祉
事
務

組
合
議
会
議
員
廿
吉
田
米
逸
 

対
馬
兼
正
 

▽
津
軽
北
部
広
域
事
務
組
合

議
会
議
員
・
野
宮
雄
造
 
対
馬

兼
正
 
白
川
竹
治
 
吉
田
米
逸

▽
町
監
査
委
員
ー
加
藤
卓
爾

▽
金
木
町
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
廿
石
戸
谷
欣
一
 
小
山
内

義
美
 
原
田
俊
司
 
中
谷
新
勝

同
補
充
員
廿
加
藤
勇
 
中
村
健

男
 
泉
谷
佳
正
 
沢
田
二
恵
 

さ
る
二
月
十
九
日
か
ら
三
日

問
の
日
程
で
町
長
、
中
谷
肇
農

業
委
員
会
会
長
ら
四
人
が
出
稼

先
の
事
業
所
を
肪
問
し
ま
し
た
。
 

今
回
の
訪
問
地
は
関
東
地
方
 
 の

六
事
業
所

（
だー
‘．石
就
労
）
 

で
、
全
員
元
気
で
顧
張
っ
て
い

ま
し
た
。
 

ま
た
、
就
労
者
と
面
談
、
留
 
 

守
家
族
の
模
様
や
町

の
様
子
な
ど
を
説
明

し
、
元
気
で
、
安
心

し
て
働
い
て
も
ら
え

る
よ
う
激
励
し
ま
し
 

た
。
 

訪
問
事
業
所
は
次

の
通
り
で
す
。
（
 
)
 

内
は
、
就
労
者
数

▽
千
葉
県

廿
玉
川
組
 

(
6）
 
共和
コ
ン
ク

リ
ー
ト
（
1
3
）
 
▽埼
 

玉
県
廿
昭
和
建
設
（
3
）
 
▽神

奈
川
県

I
伊
藤
建
設
（
1
5
）
 
▽

東
京
都

I
奈
良
建
設

（
1
1
）
 稲

豊
建
設
（
5
)
 

'mmmIIIHI川川川金木だより ② 

伊藤新議長のもと提案理由を説明する町長 

神奈川県伊藤建設 

千葉県玉川組 

(
 



戸お可フ年農蚤、祢5ズポー、ソ青教和 

■その他 

■冠婚の部 

■葬祭の部 

むり・むだ・みえのない 

豊かな生活を．ク 

金木町新生活運動推進協議会では、 

下記の通り日常生活や冠婚葬祭等の

合理化に努めていますので．皆さん

のご理解とご協力をお願い致します． 

病気見舞 2,00OIt 
見舞返し 礼状のみにする 

お 祝 い 2 .00W'3 
鰻 	別 廃止する 

訪 UI, 販売 慎重に対処する 

法 	要 
8.0(”円の会費制 
引I日物は廃止 

香 	典 一
 

 柳
 
れ
 
伽
 

香典返し 礼状のみにする 
通夜の接待 お茶菓子程度 
お hi 施 一人 5万円以内 
IE 	輸 花輪ポスターにする 

会 	費 8,000円以内 

引 lu 物 廃 	止 

お色直し 3回以内 

結 納 金 50万円以内 

披露宴時問 3時川程度 

③ 金木だより~川III川川Hmm"" 

栄
光
を
た
た
え
て
 

金
木
町
ス
ポ

ー
ツ
賞
授
与
 

棚
人
が
各
競
技
に
熱
戦
 

第
3
0回
 
町
民
ス
キ
ー
大
会
 

さ
る
一
一月
】
一
十
五日
．

ー
、場

大
会
議
室
で
昭
和
六
十
ニ
年
度

金
木
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
授
与
式
が

お
こ
な
わ
れ
、
葛
西
雪
丸
教
育

委
員
長
か
ら
賞
状
と
記
念
の
メ

ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

一」
の
ス
ポ

ー
ツ
賞
は
、
町
の
 
 ス

ホ
ー
ツ
三
一
『に
功
労
・
功
績

の
あ
っ
た
個
人
・
団
体
に
贈
ら

れ
て
い
る
も
の
で
、
昭
和
四
十

ニ
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
今
年
は
県
中
学
ス
キ

ー
 

大
会
で
男
子
総
合
優
勝
を
果
し

た
金
木
南
中
学
校
ス
キ
ー
部
を
 
 」r

，
し占
 
，
J

，
、
ノー
ー
ー
．
》
人

ル
・
野
球
な
ど
で
活
躍
し
た
一
一

十
二
人
一
団
体
に
贈
ら
れ
ま
し

た
。
 

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▽
個
人
 

泉
谷
麻
起
子

（
木高
2
年

・
陸

上
）
木
下
香

（
五商
3
年

・
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
）加
藤
み
ゆ
き
（
同
 

・

同
）
加
藤
め
ぐ
み
（
同
・
同）
 

中
谷
光
宏
（
青
商
3
年

・
硬
式

野
球
）
中
谷
元
信
（
同
・
同
）
 

近
村
正
人

（
金
高3
年
・
ウ
ェ

イ
ト
リ
フ
テ
ン
グ
）
中
田
紀
人
 

（
五
工2
年

・
同
）
岡
田
淳

一
 

（
五
工3
年
・
少
林
寺
挙
法
）
 

秋
元
一
治

（
金
中3
年

・
陸
上
）
 

竹
内
康
修
（
同

・
同
）
福
士
卓

義
（
同
・
同
）
長
尾
悟
（
同
・

同
）
葛
西
千
雪

（
金中
2
年

・

同
）
蒔
田
正
信
（
金
中
1
年
・

相
撲
）
桑
田
和
仁
（
南
中
3
年

・

ス
キ
ー
）
岡
田
千
臣

（
南中
2
 

年

・
同
）
鳴
海
忠
幸

（
同
・
同）
 

小
野
正
秀

（
南中
3
年
・
同
）
 

三
上
真
澄

（
同
・同
）
沢
田
明

伸
（
南
中
1
年
・
相
換
）
原
田

治

（
同
・
同
）
 

▽
団
体
 

金
木
南
中
学
校
ス
キ
ー
部

（
昭

和
6
2年
度
青
森
県
中
学
校
ス
キ
 

ー
大
会
男
子
総
合
優
勝
）
 

第
三
十
回
金
木
町
民
ス
キ

ー
 

大
会
が
二
月
二
十
八
日
、
百
八

十
八
人
の
町
民
が
参
加
し
て
嘉

瀬
ス
キ

ー
場
で
開
催
さ
れ
、
四

種
目
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
 

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。
 

◇
回
転
 
▽
小
学
校
男
子
I
 

①
長
利
光
（
嘉
瀬
）
②
吉
崎
正

貴

（
同）
③
其
田
光
平
（川
倉
）
 

▽
同
女
子
I
①
泉
谷
有
香

（川

倉
）
②
浅
利
真
澄

（
同）
③
中

谷
五
美

（
同）
▽
高
校
一
般
男

子
一
部
I
①
近
藤
と
お
る
 
②

田
中
馨
 
③
三
上
真
広
 
▽
同

二
部
I
①
白
川
勝
信
 
②
吉
崎

展
美
 
③
浅
利
清
美
 
▽
高
校

一
般
女
子
I
①
藤
野
直
子
 
②
 

吉
崎
由
美
子
 
③
沢
田
美
穂
子

◇
飛
躍
 
▽
小
学
校
I
①
櫛

引
隆
宏
（
嘉
瀬
）
②
広
瀬
大
吾
 

（
同）
③
千
葉
行
誠

（
同
）
▽

中
学
校
廿
①
桑
田
和
人

（
金木
 

也
②
鳴
海
忠
幸
（
同）
 

③
岡
田
千
臣

（同
）
 

◇
距
離
 
▽
小
学

校
男
子
I
①
角
田
剛

士

（
金
木）
②
小
野

啓
之
（
喜
良
市
）
③

工
藤
敏
勝

（
同）
▽

同
女
子
廿
①
敦
賀
桜
 

（川
倉
）
②
泉
谷
千

晴
（
同
）
③
泉
谷
好

能
（
同
）
▽
高
校
一

般
男
子
二
部
・
①
白
 

川
豊
光
 
②
中
谷
精
！
 

．
 
③
L
藤
勇
蔵
 

◇
リ
レ
ー
 
▽
小
学
校
男
子

廿
①
川
倉
A
 
②
川
倉
B
 
③

金
木
B
 
▽
同
女
子
I
①
川
倉
 

A
 
②
川
倉
B
 
③
金
木
B
 

▽
中
学
校
男
子
I
①
南
中
A
 

②
南
中
B
 
▽
高
校
一
般
男
子
 

I
①
金
木
体
協
 
②
川
八H
、
 

③
川
倉
B
 



曾
全
墨
奪
号
思

ん
1
 

入
学
前
に
お
子
さ
ん
と
一
緒

に
通
学
路
を
歩
き
、
交
通
量
が

多
い
所
や
見
通
し
の
悪
い
所
を

調
べ
、
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い

け
な
い
点
を
お
子
さ
ん
に
話
し

て
あ
げ
ま
し
よ
う
．
ま
た
、
交
 

差
点
や
横
断
歩
道
の
渡
り
方
、
 

信
号
の
正
し
い
見
方
な
ど
も
実

際
の
通
学
路
を
使
い
，
お
子
さ

ん
の
立
場
に
な
っ
て
具
体
的
に

教
え
て
あ
げ
ま
し
よ
う
。
 

ロかな町げく（川】Iくり,リ．い 

・ 

曾 2月14日豊かな町づくり町民の集

い（第8回金木町社会教育振興大会） 

が中央公民館で開かれ、町民多数が

参加して住みよい町づくりのため、 

身近な課題について話し合いました。 

*2月21日旧正月カラオケス 

トーブ列車での熱唱のーコマ I 

最
近
は
お
年
寄
り
が
交
通
事

故
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
急
増
し
て

い
ま
す
。
だ
れ
で
も
年
を
と
る

と
、
自
分
で
は
大
丈
夫
と
思
っ

て
い
て
も
、
体
が
思
う
よ
う
に

動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
も
の

で
す
．
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
、
 

お
年
寄
り
を
見
か
け
た
ら
細
心

の
注
意
を
払
い
、
思
い
や
り
の

あ
る
運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、お
年
寄
り
も
無
理
な

横
断
な
ど
を
し
な
い
よ
う
、
お

互
い
が
気
を
つ
け
る
よ
う
に
し

ま
し
よ
う
。
 

(
 

お
年
寄
り
の
交
通
安
全
 
I
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青森市文化会館 4階小会議室 
弘前会場 

午後 1時～4時 
弘前市役所 2階大会議室 

●相談員 

不動産鑑定士 

ト実施主体 

勧日本不動産鑑定協会青森部会

〇 地価公示・地価調査による地価

の公表 

国・県では、各地域で標準的な使

われ方をしている土比lを選んで、その

標準地・基準地の適正な土地価格（正

常価格）を公表して土地を売買する

際などの目安としていただいていま

す。 
正常価格とは、売り手にも買い手

にも片寄らない通常成立すると認め

られる価格です。 
この正常価格は役場企画室で自由

に関覧できます。 

「ー一’一  
~第 如 回 婦 人 週 間 
~青森県婦人会議開催案内 
L   ーーーーー 

労働者では婦人の地位向上のため 

の特別活動として、婦人が初めて参 

政権を行使した 4 月10 F からー週IIl」 

を婦人週間として．毎年全国的に活 

動を展開していますが、本週聞のiり 

森県行事として「第40回婦人週間青 

森県婦人会議」を次のとおり開催し 

ますのでお気軽においでください。 

ト日 時 

昭和63年 4 月20日（水） 

午後 1時から4時まで 

ト場 ”i 
青森市文化会館大会議室 

ト内 容 

0婦人週 'tub0周 年記念作文人j巽 

者表彰式 

0婦人団体による婦 1、j馴川 , )歩 

み 
0記念講演 

講師 

読売新'U'社編集局編集委員 

深尾凱子 

0婦人週IIりの歩み資料展ポ 

ト参加者 

県民一般・男女年令を問わず 

ト参加料 

無 料 

交通ル-)レを確認し
マナーを守ろう 

春の全国交通安全運動：4月6日司5日 

暖
か
な
陽
気
に
誘
わ
れ
て
．
 

春
は
外
出
す
る
機
会
が
多
く
な

る
も
の
で
す
。
し
か
し
現
代
は
 

r
ク
ル
マ
社
会
I

一
歩
外
（出

た
な
ら
ば
、
わ
た
し
た
ち
は
常

に
交
通
事
故
の
危
険
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

と
く
に
四
月
は
、
新
入
学
の

季
節
で
も
あ
り
、
歩
き
慣
れ
な

い
道
を
通
っ
て
学
校
に
通
う
子
 

供
た
ち
の
交
通
事
故
が
心
配
さ

れ
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
今
年
も
四
月
六

日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
十
日
問
、
 

「春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
 

が
行
わ
れ
ま
す
。
子
供
と
．
最

近
と
く
に
多
く
な
っ
て
い
る
お

年
寄
り
の
交
通
事
故
を
防
止
す

る
た
め
に
、
皆
さ
ん
で
交
通
ル
 

ー
ル
を
確
認
し
、
交
通
マ
ナ
ー
 

を
高
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
 

ク
ル
マ
社
会
を
上
手
に
生
き
よ
う
 



⑤ 金木だより“川川HmHmm”・ 

   

      

      

「労働基準法が改正されましt  ] 
＝週休2日制の導入等により労働時

間短縮への取組みが要請されます＝ 

法定労働時問を週40時間労働制に

むけて段階的に短縮することなどを

内容とする労働基準法の改正が行わ

れ、本年4月1日から施行されます。 

の保険料は忘れないで
よう 

人生は今や80年時代と言われるよ

うになり．年金制度の果たす役割は

ますます重要になってまいりました。 

私たちは、自分の将来に対する配

慮を忘れノがちですが、老後の生計の

支えとなる国民年金は、若い時から

保険料をきちんと納めていってはじ

めて実を結ぷものです。 

サラリーマンの厚生年金保険事片、 

各種共済組合の掛金は給料から天引

きさ才しますが農業や自営業者の方々

などの国民年金保険料は自主納付に

なるため．ともすれば後回しになっ

て納め忘れJることも考えら才します。 

しかし、そのまま米納でいますと、 

万一の事故や病気等によりII上子家庭

や障害名1こなっても、遺族基礎年金

または障害基礎年金が受けられませ

ん。また．未納が長期I'IIりになると将

来の老齢基礎年金が極めて低額にな

ったり、最悪の場合にはまったく受

けられないことにもなります。 

若いうちから、長い老後の生計を

考えて，国民年金の保険料を生活費

の一部と位置づけ確実に納付しまし

よう。 

1 国民年金保険料が63年4月分か I 
I ら7・700円になります 	 I 
L 

農林漁業者や自営業者等の第1号

被保険者が納付する国民年金の保険

料は、今年I'月分から 300円引き上

げられて I i.,月分が 7,700円になり

まり％ 

これは．年金額が物価上昇等に合

わせてスライドされノるしくみとなっ

ており．その費用が加入者の保険料  

と国庫負担で賄われているために改

定が図られているもので．今年4月

からの引上げは、さきの年金改正に

よるものです。 

なお、国民年金の保険料は 4月分

から翌年の3月分までの1年分を． 

4 Jl中に納めますと、 『割引前納」 

となりますし、納め忘れを防ぐなど

なにかと便利です。 

4月 1日～4月20日 
固定資産税台帳の縦覧 

町では、固定資産税台帳に登載な

っている地目、面積等と現地とが異

なることによる誤った課税をなくす

るため、毎年納税通知書が発行され

る前に、固定資産税台帳の縦覧を行

っています。 

固定資産税台帳が自分の資産と同

じかどうかこの機会に照合し，固定

資産税の納入告知書が配付されてか

ら問題とならないようにしてくださ

レ、。 

縦覧期間と場所は次のとおりです。 

」り川り 4月1日～4月20日までの

午前9時～午後4時まで 

（土曜日の午後と日曜日は除く） 

場所 役場税務課 

※なお、今年度は地方税制改正評

価替え等により縦覧期ii'」が例年よ

りー・カ月の繰り下げになっていま

す。 

Lー三竺嬰売手口にご用'C,'ー一一］ 

見本工事商法霊禁ニ 1.fl-01- I 

*"1貼のしと比べ、本当に有刊かどうか確かめる‘ 

＠新しい法定労働時間は1週46時間 

（現行48時間）、一日8時I"III （ー定

の規模又は業種に属する事業につい

ては、 3年「Iりの猶予措置があり，昭

和66年3月31日までの間は、現行ど

おり週48時問．一日 8Q剖旧）となり

ます。 

1週間の法定労働時問は．改正法

施行後3年（昭和66年）を目途に44 
時間とし，また1990年代前半のなる

べく．早い時期に40時間とする予定で

す。各事業場では、週40時間に向け

て計ii!Ii 的に労働時間の短縮を進めて

いくことが望まれます。 

@3カ月単位の変形労働時間制やフ

レックスタイム制などの変形労働時 

I川制が．一定の要件の下に．採用で

きるようになります。 

これ,は、労使の工夫により、週休 

2日制の普及、年りり休日日数の埋り〕0, 
業務の繁閑に応じた労働時問の配分

等を行うことによって、労働時I,II 」を

短縮することを目的とするものです。 

＠年次有給休暇の最低付与日数は現

行の6日から10日に引き上げられま

す。 （なお、規模 300人以下の事業

場については、猶予措置があります。） 

詳しくは．青森労働基準局 (0177 
-34 -4111) 又は、最寄りの労働基

準監督署へおたずねください． 

土地評価等についての無料相談 
会と地価の公表 

～国土庁～ 

0 無料相談会 

毎年4月は「地価公示普及月IIりで 

す。この行事の一環として専門家に 

よる土地評価等に関する無料相談会 

が開催さ才します。 

日頃気になっている土地の評価価 

格や売買についての相談など地価に 

関して知りたいこと、悩みごとのあ 

る方はお気軽にご利用ください． 

ト実施日時・場所 

II召和63年4月 8 日（鋤 

青森会場 

午前10時～午後3時 

キ
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祐太郎ちゃん 
~月30日生まれ 

体重 3,050グラム 

嘉瀬新誠町 

今明文さんの長男 

男 6,647 - 	93 

女 7,215 - 	57 

計 13,862 - 150 

世帯数3,931 + 	14 

2月29日現在 前年同月比 
人
口
と
世
帯
 

「
あ
い

さ
つ

運
動

」
ー
金
木
町
教
育
委
員
会
ー
 

o

朝
お
き
た
ら
家
族
で
 

ク
お
は
よ
う
ガ
 

o

道
で
出
あ
っ
た
人
に
も
 
ガ

お
は
よ
う
4
 

o

学
校
で
、
職
場
で
 
ガ

お
は
よ
う
ガ
 

犬の飼主の方々へ 

犬の放し飼いは、危険な

だけでなく、環境衛生面に

おいてもゴミの散乱，糞公

害等好ましくないので、絶

対やめましょう。 

※県飼い犬防止条例により

罰せられます。 

金
木
病
院
に
勤
務
し
て
約
一

年
が
過
ぎ
ま
す
が
、
そ
の
問
に

外
来
診
療
を
し
て
い
て
感
じ
る

こ
と
は
、
薬
の
飲
み
方
を
誤
解

し
て
い
る
人
が
多
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
薬

の
飲
み
方
に
つ
い
て
気
付
い
た

点
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

①
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
心
臓
病

な
ど
の
薬
は
、
持
続
時
間
に
よ

っ
て
一
日
の
服
用
回
数
が
決
ま

っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
一
日
3
 

回
飲
む
薬
を

一
日
一
回
あ
る
い

は
、
週
の
う
ち
何
日
か
だ
け
飲

む
と
い
う
方
法
で
は
、

【効
果
が

得
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
薬
の

中
に
は
、
急
激
な
中
断
に
よ
り

強
い
副
作
用
の
出
る
薬
も
あ
り
、
 

不
規
則
に
薬
を
飲
む
こ
と
が
む

し
ろ
危
険
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

②
い
わ
ゆ
る
成
人
病
と
言
わ
れ

る
脳
卒
中
や
心
臓
病
は
、
発
作
 
 を

起
こ
す
ま
で
は
．
こ
れ
と
い

っ
た
症
状
が
な
く
、
 一
度
発
作

を
起
こ
す
と
元
に
戻
る
こ
と
は

困
難
な
病
気
で
す
。
従
っ
て
、
 

高
血
圧
や
糖
尿
病
の
治
療
は
、
 

あ
く
ま
で
も
脳
卒
中
や
心
臓
病

の
発
症
の
予
防
が
目
的
で
あ
る

た
め
、
具
合
の
悪
い
時
だ
け
薬

を
飲
む
と
か
、
自
覚
症
状
が
な

い
か
ら
飲
ま
な
い
と
い
う
考
え

は
間
違
い
で
す
。
む
し
ろ
自
覚

症
状
が
な
い
う
ち
に
治
療
を
開

始
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
覚

症
状
の
な
い
期
間
を
長
く
し
よ

う
と
い
う
考
え
が
心
配
で
す
。
 

従
っ
て
不
幸
に
も
発
作
を
起
こ

し
て
か
ら
高
血
圧
や
糖
尿
病
が

み
つ
か
っ
た
人
の
場
合
は
，
再

発
作
の
予
防
の
た
め
に
治
療
が

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
前

に
病
気
の
存
在
が
わ
か
っ
て
い

る
人
は
治
療
に
よ
っ
て
発
作
を
 
 起

こ
さ
な
い
よ
う
に
で
き
る
わ

け
で
す
か
ら
、
よ
り
治
療
が
重

要
な
わ
け
で
す
。
 

③
忙
し
い
か
ら
薬
を
飲
ま
な
い

と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、
忙
し

い
時
ほ
ど
ス
ト
レ
ス
が
多
く
、
 

発
作
を
起
こ
す
危
険
が
あ
り
ま

す
。
従
っ
て
忙
し
い
時
ほ
ど
薬

を
切
ら
さ
な
い
よ
う
に
す
る
べ

き
で
す
。
 

④
他
人
の
薬
を
も
ら
っ
て
飲
ん

で
い
る
人
が
時
に
見
ら
れ
ま
す

が
、
思
わ
ぬ
副
作
用
を
招
く
結

果
と
な
り
ま
す
か
ら
最
も
危
険

な
行
為
と
言
え
ま
す
。
 

以
上
気
付
い
た
点
を
述
べ
ま

し
た
が
、
正
し
い
飲
み
方
を
守

っ
て
初
め
て
薬
が
そ
の
作
用
を

発
揮
で
き
る
も
の
と
考
え
て
今

後
の
治
療
を
続
け
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

mmI川川川川川川金木だより ⑥ 

金木病院カルテ⑩ 
薬の飲み方について 

金木病院内科 

星 克 樹 
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